
 

 

 

 

概念・定義  
 

 数ヶ月以上持続する心筋炎。突然死、うっ血性心不全症状、不整脈な

どを認め、拡張型心筋症の病態を呈する。不顕性に発症し発病時期がは

っきりしない型と、急性心筋炎が遷延する型とがある。治療困難で予後

不良の疾患である。  

 

症状  
 

 急性の心筋炎では炎症症状とともに心不全症状を認める。本症では、 

数ヶ月以上持続する心不全や不整脈を認める。慢性心筋炎では、遷延す

る易疲労、呼吸困難、体重増加不良など  

 

治療  
 

１． 日常生活の管理 

告示 
番号 91 慢性心疾患  

疾病名 慢性心筋炎  

 

慢性心筋炎  
 

まんせいしんきんえん 
 

 

 

無症状ならDの管理区分。有症状ならCの管理区分。原則として強い運

動は禁止、学校の運動部は禁止。 

２． 薬物治療 

慢性心不全に対する治療をおこなう。利尿薬、アンジオテンシン変換酵

素阻害薬、β遮断薬（カルベジロールなど）の投与を考慮する  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/4_20_24.html 

 


